
特徴と課題（利根川流域の概要） 利根川水系

利根川は、我が国の中枢地域である首都圏を貫流する大河川

関東地方１都５県は、平野面積が約６割。

利根川流域の土地利用は、約７割が山林。
農地は流域の１／４を占める。

関東地方の地形

関東地方の土地利用

利根川の諸元

流域面積：約16,840km2（関東地方の約1/2）

流路延長：約322km（2位/109水系）

流域内人口：約1,214万人（総人口の約1/10）

想定氾濫区域面積：約2,526km2

想定氾濫区域人口：約482万人

想定氾濫区域内資産額：約63兆円

日本の年平均降水量１７００ｍｍ
に比べ、利根川流域の年平均降
水量は１３００ｍｍと少ない。
一人当たりの年平均降水総量は、
約１８００㎥／年・人で全国平均
の約１／３。

雨の少ない関東地方

関東地方１都５県には全国の人口の約１／４
が集中。
高度経済成長期には、東京の人口が急増。
それ以降、周辺都市がベッドタウンとして人口
が急増。

関東地方の人口の推移利根川流域の土地利用図

利根川流域の
土地利用割合
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25%

69%

流域面積

約１６，８４０km2

山地等

農地

宅地等

市街地

関東地方１都５県における平成１５年度の総生
産額は約１５２兆円であり、全国の約３割を占め
る。
※参考データ：県民経済計算年報 平成１５年版

関東地方の産業

S46～H12(30年間）の年間平均総雨量分布図
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特徴と課題（地形特性と洪水） 利根川水系

東遷で現在の利根川の骨格が形成されている経緯から、利根川が破堤すると首都圏は甚大な被害が発生。国土管理上、治水対策は極めて重要な河川。

利根川の東遷

近世以前の利根川は、関東平野を南流し、今の隅田川筋
から東京湾に流下

昭和22年9月洪水（カスリーン台風）による被害状況 もし、カスリーン台風規模の台風に
襲われ、利根川が破堤したら首都圏
は甚大な被害が発生。
その被害額は当該地域だけでも約34
兆円と推定。

昔の利根川の流れ（東遷前）

今の利根川の流れ

台地を開削

これを江戸時代（１５９４年～１６５４年）に銚子から
太平洋へと注ぐように東へと付け替え（利根川の東遷）

このため、利根川～江戸川の右岸で破堤すれば、旧流路
沿いに氾濫流が広がり、東京都内にまで及ぶ甚大な被害
が発生

現況想定氾濫計算昭和22年洪水氾濫実績

洪 水 Ｓ２２年実績 氾濫計算

破 堤 地 点 134.5km（右岸） 136km（右岸）

地 形 Ｓ２２年当時 現況

氾 濫 面 積 約４４０km2 約５３０km2

浸水区域人口 約６０万人（S22年当時） 約２３２万人（H16年推定）

被 害 額
約７０億円（S22年当時）
（一般資産＋農作物）

約３４兆円（H16年推定）
（一般資産＋農作物）
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明治43年8月洪水による被害状況

群馬県桐生市（カスリーン 50th WATARASE 洪水写真集より）

関東地方の各地で破堤し、明治期最大の洪水被害が発生

死者・行方不明者 ８４７人

負傷者 ６１０人

全壊・流出家屋 ４，９１７戸

明治43年8月洪水による
関東地方の被害

群馬県桐生市

報道写真集 カスリーン台風より（カスリーン台風写真集刊行委員会・発売元 埼玉新聞社）

埼玉県深谷市
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決壊口の様子

利根川

決壊口

氾濫流は
東京まで到達



特徴と課題（利根川の治水計画の変遷） 利根川水系

主な洪水と治水計画の変遷

明治33年の改修計画策定以降、大規模な洪水被害の発生や流域の社会経済の発展を踏まえて、治水計画の見直しを実施

渡
良
瀬
川

東京湾

利根川

鬼
怒
川

小
貝
川

江
戸
川

太
平
洋

14,000 5,500

5,000

02,000

14,000 9,000 8,500

0

渡良瀬遊水地

思
川

利
根
川
放
水
路

3,000

巴
波
川

上
流
ダ
ム
群

洪水調節量
3,000

基本高水の

ピーク流量

17,000

6,000

治水計画変遷の概要

・明治40年、43年洪水が契機
・5～10年に１回程度発生する洪水を基本として
計画流量を決定

・小貝川合流点から下流は、引堤の実施直後で、
地域への影響から再度の引堤は困難

・河道掘削でできるだけ対応、増分については
渡良瀬遊水地による洪水調節と江戸川への流
下で対応（江戸川の本格的築堤）

④ Ｓ２４計画 ⑤ Ｓ５５計画

・昭和22年9月カスリーン台風洪水について、上流部で氾濫が生じて
いた状態での実績流量から基本高水のピーク流量を設定

・流量増分は、上下流及び本支川で均衡のとれた分担とし、上流ダ
ム群による洪水調節と利根川上流、江戸川（野田地点上流）での
大規模な引堤で対応

・利根川下流では、布川狭窄部での大幅な流量増が困難なため、
田中・菅生・稲戸井調節池と利根川放水路の機能を拡大
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・明治18年、29年等の洪水が契機
・明治18,23,27,29年の４洪水の平均によ
り計画流量を決定

・利根川河口部から上流へ改修に着手

・昭和22年9月カスリーン台風洪水について、八斗島地点上流の河川
整備等による氾濫量の減少を考慮し、基本高水のピーク流量を変更

・土地利用状況、沿川地域への影響から、利根川上流、江戸川での再
引堤は困難であるため、できるだけ河道掘削で対応

・それ以上の増分は、上下流バランスに配慮し、上流ダム群の分担量
を増加
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：新しく計画に位置づけられた施設等

1600年代 利根川の東遷
明治18年7月 洪水

流 量 ：3,700m3/s（中田）
浸 水 面 積 ：約28km2

明治23年8月 洪水
流 量 ：3,780m3/s（中田）

明治27年8月 洪水
流 量 ：3,710m3/s（中田）
浸 水 面 積 ：約276km2

明治29年9月 洪水
流 量 ：3,870m3/s（中田）
浸 水 面 積 ：約817km2

明治33年 利根川改修計画
計画高水流量 ：3,750m3/s（利根川上流）

明治40年8月 洪水
流 量 ：不明
浸 水 面 積 ：約780km2

明治43年8月 洪水
流 量 ：6,960m3/s（八斗島）
死者・行方不明者 ：847名

明治44年 利根川改修計画改定
計画高水流量 ：5,570m3/s（利根川上流）

昭和元年 渡良瀬遊水地工事完成（明治44年着手）
昭和10年9月 洪水

流 量 ：9,030m3/s（八斗島）
浸 水 面 積 ：約126km2
浸 水 家 屋 ：5,638戸

昭和13年6･7月 洪水
流 量 ：2,850m3/s（八斗島）

4,480m3/s（取手）
浸 水 面 積 ：約2,145km2

昭和14年 利根川増補計画
計画高水流量 ：10,000m3/s（八斗島）

昭和22年9月 洪水（カスリーン台風）
流 量 ：17,000m3/s（八斗島）
死者・行方不明者 ：1,100名
浸 水 家 屋 ：約30万戸

昭和24年 利根川改修改訂計画
基本高水のピーク流量：17,000m3/s
計画高水流量 ：14,000m3/s （八斗島）

昭和24年～ 上流ダム群整備
現在、本川八斗島上流６ダム、その他の支川４ダム完成

昭和40年 菅生・田中調節池化概成（昭和8年着手）
昭和44年 利根川・江戸川大規模引堤完成（昭和24年着手）
昭和55年 利根川工事実施基本計画

基本高水のピーク流量：22,000m3/s
計画高水流量 ：16,000m3/s（八斗島）

平成9年 渡良瀬遊水地調節池化工事概成（昭和38年着手）
平成10年9月 洪水

流 量 ：9,960m3/s(八斗島）※ダム調節戻し
栗橋地点の水位が戦後第３位を記録

八斗島 八斗島

布
川

・昭和10年、13年洪水が契機
・上流部は、昭和10年の実績流量を基本と
して計画流量を決定

・下流部及び布川狭窄部の引堤が困難で
あるため、全川にわたり河道掘削で対応

・増分は利根川放水路で対応

３



特徴と課題（昭和５５年利根川水系工事実施基本計画の概要） 利根川水系

単位：ｍ３／ｓ

( )：合流量

八斗島上流ダム群

・上流洪水調節施設により
6,000m3/sを調節

江戸川
・江戸川への分派率35%
・利根運河合流量 500m3/s
・中川流域からの合流量 500m3/s
・旧江戸川分派 0m3/s

利根川放水路

・利根川放水路により
3,000m3/sを東京湾へ流下

流量配分図

基本高水のピーク流量等

● 長大な区間にわたる引堤は多くの地権者との調整に長期間を要するなど困難である
ため、河道の掘削により流量の増分を分担。

● 河道で処理しきれないものを上流の洪水調節施設で分担。

● 渡良瀬川、鬼怒川は、遊水地等により本川ピーク流量に影響を与えない。

● 江戸川へ6,000m3/s、利根川放水路へ3,000m3/s分派。

流量配分の考え方

霞ヶ浦・常陸利根川
・常陸川水門により本川
ピーク時には合流させ
ない

八斗島地点での
基本高水のピーク流量

①観測史上最大の昭和２２年カスリーン
台風の実績降雨から推定される流量

22,000m3/s
②１／２００確率規模の洪水流量

21,200m3/s

流量の大きい①のピーク流量により設定

22,000m3/s

6501,3001,950黒子小貝川

2,6006,2008,800石井鬼怒川

1,1003,5004,600高津戸渡良瀬川

6,00016,00022,000八斗島利根川

調節量計画高水流量
基本高水

ピーク流量
基準地点河川名

（単位：m3/s）

沿川の土地利用の高度化等社会的状況の変化や河床の低下状況など河川の状況変化などを踏まえ、より現実的に治水を達成する
そのため ①既存施設の徹底的な有効活用

②掘削等により河道の流下能力や遊水機能の増大を図るなど、できるだけ河道で対応

今後の方向性

鬼怒川 ・基本高水のピーク流量は、1/100確率流量と観
測史上最大流量の大きい流量から決定

・上流洪水調節施設により2,600m3/sを調節
・田中・菅生・稲戸井調節池により、本川ピーク
流量に影響を与えない

渡良瀬川
・基本高水のピーク流量は、1/100確率流量
と観測史上最大流量の大きい流量から決定
・上流洪水調節施設により1,100m3/sを調節
・渡良瀬遊水地により、本川ピーク流量に
影響を与えない

小貝川 ・観測史上最大流量（昭和61
年8月洪水）から決定
・母子島等調節池群により
650m3/sを調節

《鬼怒川》
基本高水のピーク流量

8,800

《小貝川》
基本高水のピーク流量1,950
※昭和６２年計画改定

《渡良瀬川》
基本高水のピーク流量

4,600
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特徴と課題（利根川流域の治水対策） 利根川水系

氾濫した場合の被害の甚大さを踏まえ、壊滅的な被害を防ぐため、洪水調節施設の整備による洪水位の低下とあわせ、
ほぼ概成している連続堤防の強化対策や高規格堤防の整備が必要

矢木沢ダム

上流部の山岳地形を利用し、
水資源開発と併せてダムを整
備し、洪水を調節。

これまでに、本川八斗島上流
６ダム（治水容量114百万m3）、
その他の支川４ダム（115百万
m3）が完成。

支川合流点付近の氾濫原における
遊水機能を活かして、遊水地・調
節池を整備し、洪水調節。

田中調節池・稲戸井調節池

利
根
川
↓

田中調節池

85k付近

大利根橋

常磐線橋梁

洪水調節施設の整備（上流ダム群） 洪水調節施設の整備
（遊水地・調節池）

河道断面確保河道断面確保

築堤築堤

改修着手以降、築堤及び計画の変遷に伴う計
画流量の増大に対応し、大規模引堤等を実施。

堤防強化対策 高規格堤防

今後は堤防強化対策に重点をおいた整備を推進。

河道整備

高規格堤防

堤防強化対策

堤防強化イメージ

・計画高水位までの洪水流量による浸透
や洗掘作用に対して通常の堤防に加え
てより高い安全性をもたせ、破堤による
壊滅的な被害の発生リスクを軽減

現在の
堤防

川裏：
堤防拡幅、盛土に
よる漏水対策強化

川表：
緩傾斜化により堤体
内への浸透を防止

遮水工による
遮水対策

茨
城
県
取
手
市

稲戸井調節池
千
葉
県
我
孫
子
市

破堤すれば壊滅的な被害を受ける本川中下流部及び江戸川の約480km（両岸延長）
について、超過洪水対策として、計画高水位を上回る洪水流量による浸透や越水
に対してより高い安全性をもたせ壊滅的な被害の発生を防ぐ。

河道の掘削（浚渫）により河道断面の拡幅を行い、洪水時の水位低下を図るとともに、
必要に応じて護岸や水制等を設置し、河岸の侵食対策を実施。

ドレーン工に
よる排水対策

・高規格堤防が未整備な高規格堤防整備
区間のうち破堤した場合の被害が甚大
と予想される70kmの区間で、実施予定

整備済(実施中含む）

本川 10.5km（2.9％）
江戸川 7.9km（6.5％）

利根川（本川） 91.7%

江戸川 100.0%

堤防整備率（暫定含む）

５



特徴と課題（渡良瀬川） 利根川水系

土砂流出が多い砂防区間 主な洪水と治水対策

洪水後の堤防亀裂（渡良瀬川）

下流部は緩勾配で、洪水時に水位が高い状態が長時間続くため、
浸透に対する堤防整備や内水対策が必要。

S22.9 カスリーン台風による被害

明治43年 渡良瀬川改修計画（足利から合流点）
計画高水流量 ：2, 500m3/s（足利）

昭和13年8･9月 洪水
流 量 ：2,900m3/s（足利）
死者・行方不明者：11名
浸水家屋 ：2,297戸

昭和14年 利根川増補計画（足利～合流点）
計画高水流量 ：2,800m3/s（足利）

昭和15年 渡良瀬川上流改修計画（桐生～足利）
計画高水流量 ：2,700m3/s（桐生）

昭和22年9月 ｶｽﾘｰﾝ台風
流 量 ：4,570m3/s（早川田）
死者・行方不明者：709名
浸水家屋 ：18,279戸

昭和24年9月 利根川改修改訂計画
計画高水流量 ：3,500m3/s（桐生）

昭和24年8･9月 キティ台風
流 量 ：3,700m3/s（足利）
死者・行方不明者：10名
浸水家屋 ：249戸

昭和29年 足尾砂防堰堤完成（昭和25年着手）
昭和38年 渡良瀬川総体計画

計画高水流量 ：3,500m3/s（桐生）

昭和40年 工事実施基本計画
基本高水のピーク流量：4,300m3/s
計画高水流量 ：3,500m3/s（高津戸）

昭和41年9月 台風4号
流 量 ：4,100m3/s（足利）
浸水家屋 ：40戸

昭和43年 岩井分水路完成（昭和38年着手）
昭和52年 草木ダム完成（昭和42年着手）
昭和55年 工事実施基本計画

基本高水のピーク流量：4,600m3/s
計画高水流量 ：3,500m3/s（高津戸）

昭和63年 松木山腹工着手
平成14年7月 台風6号

流 量 ：2,000m3/s（足利）
浸水家屋 ：53戸

渡良瀬川は、堤防は概成しているが、上流部の急流区間では土石流対策や水衝部対策としての強固な堤防整備が必要。下流部は緩
勾配で高水位が長時間継続するため、浸透に対する堤防強化や内水対策が必要。

渡良瀬遊水地は、渡良
瀬川上流ダムとあいま
って本川の洪水を低減
させるための利根川の
根幹的な治水施設。

遊水地面積33km2、総
貯水量2億m3の日本最
大の遊水地。

足尾銅山による山林荒廃もあり、土
砂流出が多く、適切な土砂管理が必要

上流部は急流河川のため、水衝部に対する洗堀、侵食対策が必
要。水衝部対策として、強固な護岸や水制工等の整備を実施。

水衝洗掘(H13：本川右岸
41km)

流域面積：2,621km2
幹線流路延長：108km渡良瀬川

姥川

矢場川

渡良瀬川

H14.7洪水による矢場川流域の内水被害

下流部の
治水対策

渡良瀬遊水地

上流部の
治水対策

水制工：足利市借宿（本川右岸36km）

上流部は河床勾配
1/150～1/400の

急流河川

下流部は河床勾配
1/1000～1/4000の

緩流河川

渡良瀬遊水地（Ｈ１４．７洪水）

巴
波

川

思
川

松木山腹工施工前（Ｓ６２） 現在の状況（Ｈ１６）

第２調節池

第３調節池

第１調節池

渡良瀬貯水池
（谷中湖）

渡
良

瀬
川

堤防整備率
（暫定含む）

87.2％

６



特徴と課題（鬼怒川及び小貝川） 利根川水系

小貝川 流域面積：1,043km2
幹線流路延長：112km鬼怒川 流域面積：1,761km2

幹線流路延長：177km

流域の約8割が平地であり、緩やかなため洪水が流れにくい。近年でも
昭和56年、61年に破堤氾濫による甚大な被害が発生。
洪水水位を低減させるため、中下流部での遊水地群の整備が必要。

河道が急拡、急縮していること及び霞堤が点在することから、洪水のピーク流量を
低減する特徴（河道貯留効果）を有している。
堤防は概成しているが、河道貯留効果を維持するための河床の安定化対策が重要

出水により河床が
大きく低下するな
ど、河岸侵食が発
生。河岸侵食対策
等が必要。

鬼怒川上流部に
は五十里、川治、
川俣の３ダムが
完成。現在湯西
川ダムを整備中。

37ｋ付近（鎌庭捷水路）

堤防
鬼

怒

川

→

上流部は川幅が広く、霞堤が点在

66ｋ付近

霞堤

堤防

鬼

怒

川

→

主な洪水と治水対策（鬼怒川）

大正15年 鬼怒川改修計画
計画高水流量：3,600m3/s（石井）

昭和10年 鎌庭捷水路完成（昭和3年着手）
昭和13年9月 台風

流 量 ：5,400m3/s（石井）
昭和14年 利根川増補計画

計画高水流量：4,000m3/s（石井）
昭和16年7月 前線

流 量 ：4,020m3/s（石井）
昭和22年9月 ｶｽﾘｰﾝ台風

流 量 ：4,000m3/s（石井）
昭和24年8月 ｷﾃｨ台風

流 量 ：5,750m3/s（石井）
昭和24年 利根川改修改訂計画

基本高水のピーク流量：5,400m3/s
計画高水流量：4,000m3/s（石井）

昭和31年 五十里ダム完成（昭和25年着手）
昭和40年 工事実施基本計画

基本高水のピーク流量：5,400m3/s
計画高水流量：4,000m3/s（石井）

昭和41年 川俣ダム完成（昭和32年着手）
昭和48年 工事実施基本計画

基本高水のピーク流量：8,800m3/s
計画高水流量：6,200m3/s（石井）

昭和58年 川治ダム完成（昭和45年着手）
平成10年9月 台風

流 量 ：5,270m3/s（石井）ダム戻し流量

昭和 8年 小貝川改修計画
計画高水流量：450m3/s（川又）

昭和13年6月 台風
流 量 ：550m3/s

昭和16年 １次改訂計画
計画高水流量：750m3/s（川又）

昭和16年7月 前線
流 量 ：550m3/s（川又）

昭和17年 １次改訂計画（計画見直し）
計画高水流量：850m3/s（川又）

昭和22年9月 ｶｽﾘｰﾝ台風
流 量 ：510m3/s（黒子）

昭和25年8月 台風
流 量 ：770m3/s（黒子）

昭和40年 工事実施基本計画
計画高水流量：850m3/s（黒子）

昭和55年 工事実施基本計画
基本高水のピーク流量：1,300m3/s
計画高水流量：1,300m3/s（黒子）

昭和56年8月 台風15号
流 量 ：330m3/s

昭和61年8月 台風10号
流 量 ：1,320m3/s

昭和62年 工事実施基本計画
基本高水のピーク流量：1,950m3/s
計画高水流量：1,300m3/s（黒子）

平成 2年 母子島遊水地完成
（昭和62年着手）

主な洪水と治水対策（小貝川）

下流部は川幅が狭く緩勾配であるた
め、河道貯留効果を有する。

遊水地群の整備による洪水調節

母子島遊水地

S56.8、S61.8洪水により甚大な被害が
発生

← 小 貝 川
結城郡石下町本豊田地先

上流ダムによる洪水調節

侵食対策

五十里ダム

橋梁施工時河床高

鬼怒川 16k付近（三妻地区）

約700m

約600m

約200m

約4m

堤防整備率（暫定含む） 91.9％ 堤防整備率（暫定含む） 91.7％
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主な洪水と治水対策

特徴と課題（霞ヶ浦） 利根川水系

霞ヶ浦流域は低平な地形であり、利根川本川の水位の影響も受けることから、洪水排除が困難で洪水継続時間が長い
また、対岸までの距離が長く、台風などの強風時には高波浪の発生による越波が生じており、堤防強化対策が必要

低平な地形で利根川本川の水位の影響も受けるため、内水対策が必要

内水対策

流域面積：2,156km2
湖面積 ： 220km2霞ヶ浦

波浪や長期高水位により、被害が発生しており、堤防の強化対策等が必要

堤防強化・波浪対策

常陸川水門

利根川本川からの洪水の逆流を防止

常陸川水門（昭和３８年完成）

前川水門平成３年１０月 潮来市内波浪対策 離岸堤実施箇所平成１０年９月 波浪状況

湖岸堤整備

HWL＋１５ｃｍの高さの暫定
整備はほぼ完成

計画堤防高までの嵩上げとと
もに、堤防強化対策が必要

明治33年 常陸利根川の改修工事計画
昭和13年6･7月 台風
水 位 ：YP+3.34m（観測史上最大）
浸水面積 ：約434km2

昭和16年7月 台風8号
水 位 ：YP+2.90m

昭和22年9月 カスリ－ン台風
水 位 ：YP+1.96m

昭和23年8月 霞ヶ浦放水路事業計画
湖面水位のHWL ：YP+2.85m
湖面水位でYP+2.00m以上の継続日数を7日以内

昭和33年9月 狩野川台風
水 位 ：YP+2.30m

昭和38年5月 常陸川水門完成
昭和46年9月 台風23、25号
水 位 ：YP+1.91m

昭和45年4月 霞ヶ浦開発事業開始(水公団)
昭和55年 利根川水系工事実施基本計画
湖面水位のHWL ：YP+2.85m
湖面水位でYP+2.00m以上の継続日数を7日以内

昭和57年9月 台風18号
水 位 ：YP+1.80m

平成3年10月 台風21号
水 位 ：YP+2.50m

平成8年3月 霞ヶ浦開発事業完了(一部暫定断面)

湖面積は琵琶湖に次いで
全国第２位

出島

白浜

Y.P.+1.50

H.W.L. Y.P.+2.85暫定堤防高Y.P.+3.00
計画堤防高Y.P.+3.50

湖岸堤防標準断面図

霞ヶ浦開発事業

・農業用水、上水道、工業用水合計
で42.92m3/sの水資源開発

・湖岸堤、常陸川水門改築、流入
河川対策と合わせ、水位変動に
係る補償工事を実施

８



特徴と課題（中川・綾瀬川流域の概要） 利根川水系

【諸元】
・流域面積：987ｋｍ２

・流路延長：中川 81km、
綾瀬川 47km

・流域内人口：３２７万人
・市区町村：１都２県

３８市区町村

昭和３０年 昭和５０年 平成 ２ 年 平成１２年

５％ ２６％ ３９％ ４７％

埼玉県草加市新栄町団地上空（綾瀬川） 埼玉県草加市栄町（綾瀬川）

中川･綾瀬川流域は、洪水が流れにくい低平な地形で、流域の市街化の進展により保水・遊水機能が失われたこともあり、
浸水被害が頻発

利根川、江戸川、荒川に囲まれた低平な流域で､
古くは､これら河川の氾濫原で低湿地帯

周辺を大河川に囲まれたお皿の底のような地形

河床勾配が緩やかで洪水が流下しにくい

首都東京を抱え、急激に市街化が進行

過去の洪水状況

主な洪水と治水対策

平成３年９月 洪水昭和６１年８月洪水

大正 2年8月 洪水
大正 5年 内務省直轄改修計画
昭和 5年 直轄改修計画完成に伴い都県へ移管
昭和33年9月 狩野川台風

浸水面積 ：約27,840ha
浸水家屋 ：41,544戸

昭和36年 中川・綾瀬川の中流部を国へ移管
昭和37年 新中川完成
昭和38年 中川総体計画

計画雨量 ：292mm/2日
計画高水流量：800m3/s（吉川）
流域に一部湛水を許容（3,600万m3）

昭和54年 三郷放水路暫定完成（100m3/s ）
（平成8年：200m3/s完成）

昭和54年10月 台風20号 激特事業採択
浸水面積 ：約1,043ha
浸水家屋 ：13,107戸

昭和55年 工事実施基本計画
計画雨量 ：355mm/48hr
計画高水流量：1,100m3/s（吉川）
流域に一部湛水を許容（5,500万m3）

昭和56年10月 台風24号 激特事業採択
浸水面積 ：約2,120ha
浸水家屋 ：19,661戸

昭和57年9月 台風18号 激特事業採択
浸水面積 ：約27,690ha
浸水家屋 ：36,425戸

昭和58年 流域整備計画策定
計画雨量 ：217mm/48hr（1/10）

昭和59年 綾瀬川排水機場暫定完成（50m3/s）
（平成7年：100m3/へ増強）

昭和61年8月 台風10号 激特事業採択
浸水面積 ：約6,531ha
浸水家屋 ：22,962戸

平成 3年9月 台風18号 激特事業採択
浸水面積 ：約9,236ha
浸水家屋 ：31,431戸

平成4年 綾瀬川放水路暫定通水（25m3/s）
（平成10年：100m3/sへ増強）

平成5年 工事実施基本計画改定
計画雨量 ：355mm/48hr
計画高水流量：1,100m3/s（吉川）
流域に一部湛水を許容（3,600万m3）

平成14年 首都圏外郭放水路試験通水開始

市街地の拡大により、保水・遊水機能が減少
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三郷市
草加市

葛飾区

江戸川区
墨田区

江東区
浦安市

荒川区

足立区

200m3/s

試験通水（100m3/s）区間平成18年通水予定

春日部市

中
川

江
戸
川

大
落
古
利
根
川

倉
松
川

特徴と課題（中川・綾瀬川流域の治水対策） 利根川水系

低平地を流下する中川・綾瀬川は、洪水量の低減のためには、江戸川等への洪水分派が不可欠であり、放水路群の整備が必要。
暫定的な治水対策として、総合治水対策を実施。

放水路等の河川ネットワークの整備

首都圏外郭放水路首都圏外郭放水路

主な流域外排水施設の整備状況

改修前

改修後

流域対策

雨水貯留浸透施設による流出抑制対
策や、内水排除対策等を実施

松伏調整池

流出抑制対策は、計画に対して約６
０％の整備状況

・中川流域の洪水（中川、倉松川、大落古利根川等）を江戸川へ排水する施設
・一般国道6号の地下50mに設置する内径10.6m、延長約6.3kmの地下放水路
・平成14年6月8日から3.3km区間において、試験通水（100m3/s）を開始
・平成16年10月台風22号では、672万m3（東京ドーム5.4杯分）の洪水を調節

河川調節池

春日部市

庄和町

松伏町

吉川市越谷市

総合治水対策の進捗により、浸水被害を大幅に軽減

首都圏外郭放水路100m3/s

綾瀬川放水路100m3/s 三郷放水路200m3/s

綾瀬排水機場100m3/s
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特徴と課題（既定計画の検証①） 利根川水系

単位：ｍ３／ｓ
( )：合流量

S55工事実施基本計画の概要

既定計画策定後の水理・水文データの蓄積等を踏まえ、既定計画の基本高水のピーク流量について検証

年最大流量等の経年変化

既定計画策定後に計画を変更するような大きな
出水は発生していない。

流量確率による検証 既往洪水による検証

基本高水のピーク流量22,000m3/sは、
もともと観測史上最大のS22.9洪水
（カスリーン台風）の実績降雨から、
河川整備等による氾濫量の減少を考
慮して算出したものである。

検証の結果、八斗島地点におけ
る既定計画の基本高水ピーク流
量は妥当である。

工事実施基本計画流量配分図

・大規模引堤の実施等、歴史的な改修の経緯を
踏まえ、現況の河道内でできるだけの洪水
処理を行い、不足する分は上流ダム群等の
洪水調節施設により対応

高水処理
の方針

・過去のさまざまな降雨流出パターンを想定し、
ピーク流量の生起確率を算定

確率手法

・本川は、1/200確率流量と観測史上最大洪水
における流量のいずれか大きい流量を対象
・支川は、1/100確率流量と観測史上最大洪水
における流量のいずれか大きい流量を対象

計画規模

〔基本高水のピーク流量とダム河道配分〕

※流量は氾濫戻し流量

基本高水のピーク流量

（単位：m3/s）

河川名 基準地点 計画規模
基本高水
ピーク流量

計画高水
流量

調節量

利根川 八斗島 観測史上最大 22,000 16,000 6,000

渡良瀬川 高津戸 1/100 4,600 3,500 1,100

鬼怒川 石井 1/100 8,800 6,200 2,600

小貝川 黒子 観測史上最大 1,950 1,300 650

流
量
（
m
3
/
s）

蓄積された流量データを確率統計処理し検
証。八斗島地点における1/200確率規模の
流量は、20,200m3/s～30,300m3/sと推定。
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特徴と課題（既定計画の検証②） 利根川水系

渡良瀬川 高津戸地点 鬼怒川 石井地点 小貝川 黒子地点

S61.8洪水実績1,9501,450 ～
1,6001,950黒子小貝川

備 考
既往洪水に
よる検証流量

流量確率
による評価

基本高水
ピーク流量

基準地点河川名

検証の結果、各基準地点における既定計画の基本高水ピーク流量は妥当である。

S22.9実績雨量
→H10.9洪水波形

5,0003,800 ～
5,2004,600高津戸渡良瀬川

備 考
既往洪水に
よる検証流量

流量確率
による評価

基本高水
ピーク流量

基準地点河川名

年最大流量等の経年変化

流量確率による検証

検討結果のまとめ

既往洪水による検証

高津戸地点における1/100確
率規模の流量は、3,800m3/s
～5,200m3/sと推定。

S22.9の実績降雨が近年洪水パターンで発生した場合、
5,000m3/sと推定。

（単位：
m3/s）

H10.8実績雨量
→H10.9洪水波形

8,8007,000 ～
9,500

8,800石井鬼怒川

備 考
既往洪水に
よる検証流量

流量確率
による評価

基本高水
ピーク流量

基準地点河川名

年最大流量等の経年変化

流量確率による検証

検討結果のまとめ

既往洪水による検証

石井地点における1/100確率
規模の流量は、7,000m3/s～
9,500m3/sと推定。

H10.8の実績降雨が近年洪水パターンで発生した場合、
8,800m3/sと推定。

（単位：
m3/s）

年最大流量等の経年変化

流量確率による検証

検討結果のまとめ

既往洪水による検証

黒子地点における1/100確率
規模の流量は、1,450m3/s～
1,600m3/sと推定。

S61.8洪水実績流量の1,750m3/sに内水合流量200m3/sを
加え1,950m3/s

（単位：m3/s）

※流量は氾濫戻し流量
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現基本高水ピーク流量4,600m3/s

工事実施基本計画策定　S55

0

100

200

300

400

500

S
.1

0
S
.1

1
S
.1

2
S
.1

3
S
.1

4
S
.1

5
S
.1

6
S
.1

7
S
.1

8
S
.1

9
S
.2

0
S
.2

1
S
.2

2
S
.2

3
S
.2

4
S
.2

5
S
.2

6
S
.2

7
S
.2

8
S
.2

9
S
.3

0
S
.3

1
S
.3

2
S
.3

3
S
.3

4
S
.3

5
S
.3

6
S
.3

7
S
.3

8
S
.3

9
S
.4

0
S
.4

1
S
.4

2
S
.4

3
S
.4

4
S
.4

5
S
.4

6
S
.4

7
S
.4

8
S
.4

9
S
.5

0
S
.5

1
S
.5

2
S
.5

3
S
.5

4
S
.5

5
S
.5

6
S
.5

7
S
.5

8
S
.5

9
S
.6

0
S
.6

1
S
.6

2
S
.6

3
H
.0

1
H
.0

2
H
.0

3
H
.0

4
H
.0

5
H
.0

6
H
.0

7
H
.0

8
H
.0

9
H
.1

0
H
.1

1
H
.1

2
H
.1

3
H
.1

4

流
域

平
均

3
日

雨
量

(m
m

/
3
日

) 確率1/100 降雨量418.9mm/3日

工事実施基本計画策定　S55

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

S
.1

1
S
.1

2
S
.1

3
S
.1

4
S
.1

5
S
.1

6
S
.1

7
S
.1

8
S
.1

9
S
.2

0
S
.2

1
S
.2

2
S
.2

3
S
.2

4
S
.2

5
S
.2

6
S
.2

7
S
.2

8
S
.2

9
S
.3

0
S
.3

1
S
.3

2
S
.3

3
S
.3

4
S
.3

5
S
.3

6
S
.3

7
S
.3

8
S
.3

9
S
.4

0
S
.4

1
S
.4

2
S
.4

3
S
.4

4
S
.4

5
S
.4

6
S
.4

7
S
.4

8
S
.4

9
S
.5

0
S
.5

1
S
.5

2
S
.5

3
S
.5

4
S
.5

5
S
.5

6
S
.5

7
S
.5

8
S
.5

9
S
.6

0
S
.6

1
S
.6

2
S
.6

3
H

.0
1

H
.0

2
H

.0
3

H
.0

4
H

.0
5

H
.0

6
H

.0
7

H
.0

8
H

.0
9

H
.1

0
H

.1
1

H
.1

2
H

.1
3

H
.1

4

流
量

(m
3
/
s
)

現基本高水ピーク流量8,800m3/s
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確率1/100 降雨量361.7mm/3日
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〈鬼怒川 石井地点 年最大３日雨量データ〉 〈小貝川 黒子地点 年最大３日雨量データ〉

〈鬼怒川 石井地点 年最大流量データ〉 〈小貝川 黒子地点 年最大流量データ〉〈渡良瀬川 高津戸地点 年最大流量データ〉

〈渡良瀬川 高津戸地点 年最大３日雨量データ〉

※流量は氾濫戻し流量※流量は氾濫戻し流量

1750m3/s：基本高水ピーク流量1,950m3/sから内水合流量200m3/sを除いた流量

基本高水ピーク流量1,950m3/sから
内水合流量200m3/sを除いた流量

1,750 m3/s
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